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授業での大学の活動が地域社会に与える影響について
──A 市での活動を事例にして──
大 束 貢 生
【抄録】
この小論の目的は，大学でのアクティブ・ラーニング型の授業による地域での学生と教員の活





















（大束・全 2019 : 94）。こうした授業を通じた活動が大学にメリット・利点を与える一方，受け入
れる，あるいは協働する地域社会側にはどのような影響あろうか。以下では，先行研究による地
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（2015），谷村要（2017），中村保ノ佳（2017），早川公（2017 a, 2017 b），白石克孝・櫻井あか
ね・中村保ノ佳 2018, 2019）の分析から，地域社会側のメリット・利点を「学生の頑張りに地域
の人々が奮起される」「地域資源が再認識される」「さまざまな人々との交流が生まれる」「地域


















3．A 市 B 地域での活動の経緯
B 地域は A 市の中央に位置する農山集落である。A 市は人口約 5 万 2 千人，大都市からは




械金属業などの産業も盛んである。B 地域は A 市の北西部旧町の中央に位置する海沿いの集落
である。




















地域での活動は 5 月と 8 月に地域の産業である農業，畜産業，織物業等の見学，その間の大学で
のミーティングによる地域課題の整理，11 月の地域の文化祭での織物業イベントに伴い，9 月・
10 月に地域のプロモーションビデオの撮影，12 月以降には地域に織物業による仕事の創出を目


































































































































































































動が，地域社会に与えた影響について，A 市 B 地域における C 大学の取り組みから概観するこ
とにある。B 地域では 2019 年度に C 大学のグローカルプロジェクトマネジャ資格に関わる実習
の受け入れを始めたが，当初に地域と大学・担当教員による受け入れ側の目的と授業の目的につ


















































（http : //www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/attach/1335581.htm, 2018. 9. 20.）
────，2012，「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続け，主体的に考える
力を育成する大学へ～」
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